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第１章　ＦＡカメラの標準化（ＷＧ３）

現在、ＦＡカメラのカタログや仕様書に記載されている用語は各社まちまちであり、画像処理シ

ステム／装置メーカを含めたユーザに混乱を与えている。たとえば、画像処理システムを構築しよう

としても、カタログや仕様書だけではカメラの接続可否判断が出来ず、その都度、カメラメーカに問

い合わせる必要があることなどが指摘されている。

また、ＦＡカメラの補助コネクタとして広く用いられている１２ピン丸型コネクタのピンアサイ

ンについてもメーカによって異なるため、誤接続時の破壊の危険性が懸念されている。

ＦＡカメラ、特にＣＣＤを使ったカメラは誕生から２０年近くが経過しようとしているが、全画

素読み出しＣＣＤを使ったフレームシャッタカメラの例に見られるように、技術的にはまだ発展途上

にあると言っても過言ではない。このため、カメラメーカ各社は独自技術や商品戦略による差別化に

腐心しており、現時点で業界としての標準化・統一化を図るには、技術面や事業運営面で極めて困難

な局面もある。

しかしながら、これまで業界団体等でＦＡカメラの標準化に向けての努力が十分になされたとは

言い難い。また、ユーザニーズを的確に捕らえて標準化を図ることは、ユーザの利便性の向上や利益

に繋がるばかりでなく、画像処理システム／装置メーカおよびＦＡカメラメーカを含めた業界全体の

今後の発展にも大いに貢献できるものと思われる。

そこで、今回、（社）日本電気制御機器工業会からの要請を受けて、画像処理システム標準化調査

委員会活動の一環として、（社）日本電子機械工業会加盟のカメラメーカでワーキンググループを結

成し、少なくともカメラメーカ間での機能・性能の違いをユーザが容易に理解できるようにするため

の判断基準の統一化を図ることになった。

作業の手順は、まず、本ワーキンググループ加盟のＦＡカメラメーカのカタログ／仕様書を画像

処理システム／装置メーカ５社に提示し、率直な意見・要望を頂いた。

この結果に基づき、特に意見・要望の多かった①用語定義、②タイミングチャート表記法、③１

２ピン丸型コネクタのピンアサイン、④カタログ・仕様書に記載すべき項目の４項目について統一化

のためのガイドライン案を作成した。

次いで、ここで取り決めるガイドラインを普遍的なものにするため、本ワーキンググループに参

加していない大手ＦＡカメラメーカ６社を含めて、全１３社にアンケート方式で調査を実施し（１１

社より回答）、その結果に基づき加筆、修正を加えた。

以下は画像処理システム／装置メーカのご意見並びにＦＡカメラメーカへのアンケート結果を基

にまとめたＦＡカメラ標準化のガイドラインである。
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１．１　用語定義
　ＦＡカメラとして重要な用語でかつ未定義なものを洗い出し、表１．１．１の如く定義することと

した。

基本的な考え方は、次の通りである。

① 既に学会、業界団体等で用語定義されているものについては、それらに従うこととする。

 例：■“単板（管）ビデオカメラ測定方法”,日本電子機械工業会規格，EIAJ CP-3201 (‘92年 9月制定)

      ■“ビデオカメラ及びカメラ一体形ビデオ仕様基準”，日本電子機械工業会規格,EIAJ CP-3202

(‘96年10月制定)

      ■“固体撮像素子測定方法”，日本電子機械工業会規格，EIAJ ED-5301 (‘96年 7月制定）

      ■“ＣＣＴＶ機器用語”，日本電子機械工業会技術レポート，EIAJ TTR-4601 (‘94年 4月制定）

      ■“ＣＣＴＶ機器スペック規定方法”，日本電子機械工業会技術レポート，EIAJ TTR-4602

(‘94年4月制定）

② 同意語、類似語の使用を禁止するものではないが、今後は統一用語の使用を推奨することと

する。

③ ランダムシャッタ、Ｅ－ＤＯＮＰＩＳＨＡ、フルフレームシャッタ等の登録商標については、

統一用語との相違点を明確に表記することとする。

表１．１．１ ＦＡカメラの用語定義

Ｎｏ 用  語  名 解　　　説 備考（同意語/類似語等）

【タイミングチャート関連】

1 ＨＤ／ＶＤ ＨＤ：水平駆動信号と呼ばれ、水平同期信号より位
相が進んでいる信号

ＶＤ：垂直駆動信号と呼ばれ、垂直同期信号より位
相が進んでいる信号

EIAJ TTR-4601参照

２ ＢＬＫ ブランキング パルス
無映像期間
ＨＤ／ＶＤの言葉に合わせて「帰線消去信号」
と呼ばれることもある。

ＢＬＫＧ

３ Ｃ・ＳＹＮＣ コンポジット シンク（複合同期信号）
 水平同期、垂直同期、等価パルスを含む同期用信
号

４ ＦＬＤ フィールド識別信号
奇数フィールド（ＯＤＤ），偶数フィールド（ＥＶ
ＥＮ）を識別する信号。
ＮＴＳＣ，ＰＡＬなど各放送方式によりそれぞれ
定義される。

ＦＩ（ﾌｨｰﾙﾄﾞｲﾝﾃﾞｯｸｽ）

５ ＳＧ センサゲートパルス
ＣＣＤ上のフォトダイオード（フォトセンサ）部
から垂直ＣＣＤレジスタ部に信号電荷を移送する
パルスであり、電荷蓄積の終了タイミングを示す。

ＴＧ
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Ｎｏ 用  語  名 解　　　説 備考（同意語/類似語等）

６ ＳＵＢ 電子シャッタ用パルス
ＶＯＤ（縦型オーバーフロードレイン）構造の
ＣＣＤにおいて、フォトダイオード（フォトセン
サ）部に蓄積された不要電荷を排出するために、
ＣＣＤの基板（ＳＵＢ、サブストレート）に印加
するパルス

フォトダイオード部の
電荷掃き捨てパルス

７ ＯＢ オプティカルブラック
光学的な基準の黒レベルを得るために撮像素子の
撮像面上に設けられた遮光部

ＯＰＢ

８ ＣＬＫ クロック
　ＣＣＤ水平駆動周波数と同一周波数のパルス

ＣＬ
ＣＫ

９ ＴＲＩＧ トリガパルス
任意のタイミングで動作させるシステムにおいて
スタートタイミングを与えるパルス

１０ ＳＩ ストロボ インデックス
ストロボを利用した撮影システムにおいて、適切
なストロボ発光タイミングを指示するパルス

１１ ＷＥＮ ライト イネーブル パルス
映像信号をメモリに記録するようなシステムにお
いて、適正な書き込みタイミングパルスの作成を
補助するパルス

ＷＥ
ＤＡＴＡ ＶＡＬＩＤ
ＶＩ（ﾋﾞﾃﾞｵｲﾝﾃﾞｯｸｽ）

【ＣＣＤ関連】

１２ 映像出力有効画素 　有効画素のうちカメラの映像信号として出力され
る画素

１３ 正方画素ＣＣＤ フォトダイオード部及び垂直ＣＣＤレジスタ部を含
めた単位画素（ユニットセル）が正方形をしている
ＣＣＤ

正方格子セル

１４ 全画素読み出し
　　　　ＣＣＤ

　１回の露光で蓄積した信号電荷を、読み出し時に
垂直ＣＣＤレジスタ内で混合せず、同一タイミング
ですべて読み出すことが可能なＣＣＤ。
　従来のＣＣＤに比べて、垂直解像度と動解像度の
両方を高くできる利点がある。
　動作原理の詳細を表１．１．２に示す。

【トリガシャッタ関連】

１５ ノーマルシャッタ 外部からのトリガ信号によらずに、内部設定だけに
よって固体撮像素子の露光時間を決定する機能の総
称。
　ＥＩＡＪ　ＴＴＲ－４６０１にて用語定義された
電子シャッタ（固体撮像素子の蓄積時間を電子的に
可変することにより、露光時間を制御する機能）と
同意語であるが、下記トリガシャッタとの対比で『ノ
ーマルシャッタ』と呼ばれている。

電子シャッタ
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Ｎｏ 用  語  名 解　　　説 備考（同意語/類似語等）

１６ トリガシャッタ カメラ側にトリガ端子を設け、この端子に外部から
入力される任意のタイミングのトリガ信号によっ
て、固体撮像素子の露光タイミングや露光時間を決
定する機能の総称。
上記ノーマルシャッタとの対比で『トリガシャッ
タ』と呼ばれている。

ランダムトリガ
ランダムシャッタ
外部トリガシャッタ
Ｅ－ＤＯＮＰＩＳＨＡ
シャッタトリガ

１７ ＳＹＮＣリセット
モード

　トリガシャッタ機能を備えたカメラにおいて、ト
リガ信号に応じて露光された映像信号を出力すると
きに、同期信号（ＳＹＮＣ）をリセットして、最短
時間で出力するモード。
　ＳＹＮＣリセットモードは、さらに水平同期信号
と垂直同期信号の両方をリセットする本格的なモー
ドと、水平同期信号はリセットせずに垂直同期信号
だけリセットする簡易的なモード（Ｖリセットモー
ド）とに細分化される。
　いずれも画像取り込みを高速で行える利点があ
る。

ﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｵﾝ･ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ機能

フレームリセット

１８ ＳＹＮＣノンリセ
ットモード

　トリガシャッタ機能を備えたカメラにおいて、ト
リガ信号に応じて露光された映像信号を出力すると
きに、同期信号（ＳＹＮＣ）を乱さずに、露光終了
直後のフィールドあるいはフレームで出力するモー
ド。　画像取り込みを簡便に行える利点がある。

【フレームシャッタ関連】

１９ フレームシャッタ 　固体撮像素子の全画素の光電変換（あるいは電子
シャッタ機能動作時の露光）を同一タイミングで行
うことができ、かつ全画素の情報（フルフレーム画
像）を独立して読み出すことができる機能の総称。
インターレース走査に対応した通常の固体撮像素
子では、メカシャッタを併用しない場合には、垂直
方向に隣接した画素からの信号電荷を加算して出力
するため、垂直解像度が１／２に低下する。
フレームシャッタカメラでは、通常ノンインター
レース走査に対応した固体撮像素子（第１４項の全
画素読み出しＣＣＤ等）を使うため、垂直解像度は
劣化しない。

フルフレームシャッタ
ノンインターレース走査
（プログレッシブ走査と
も呼ばれる）
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Ｎｏ 用  語  名 解　　　説 備考（同意語/類似語等）

２０ （フレームシャッタカ
メラの走査方式①）

２ライン出力イン
タレースモード

　２系統の映像出力端子を備えたフレームシャッタ
カメラにおいて、各映像出力端子から奇数ライン及
び偶数ラインの信号を交互に出力する走査方式。
 １系統の映像出力に着目すると、垂直方向に隣接し
た画素の信号電荷を加算せずに出力している点を除
いて、通常カメラのフィールド蓄積モードに類似し
ている。

・露光時間

・映像出力１

・映像出力２

２Ｉモード

２１ （フレームシャッタ
カメラの走査方式②）

２ライン出力ノンイ
ンタレースモード

　２系統の映像出力端子を備えたフレームシャッタ
カメラにおいて、一方の映像出力端子からは奇数ラ
インの信号をノンインタレース状態で出力し、他方
の映像出力端子からは偶数ラインの信号をノンイン
タレース状態でそれぞれ出力する走査方式。

・露光時間

・映像出力１

・映像出力２

２Ｎモード

奇　数
ライン

偶　数
ライン

偶　数
ライン

奇　数
ライン

１垂直期間

奇　数
ライン

奇　数
ライン

偶　数
ライン

偶　数
ライン

１垂直期間
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Ｎｏ 用  語  名 解　　　説 備考（同意語/類似語等）

２２ （フレームシャッタ
カメラの走査方式③）

１ライン出力イン
タレースモード

注：映像出力端子が１系
統のフレームシャッタカ
メラに関しては、『１ライ
ン出力』と特に明記する
必要はない。

１系統の映像出力端子から、同一露光タイミングで
得られた奇数ラインの信号と偶数ラインの信号をイ
ンタレース状態で順次出力する走査方式。
通常カメラと同期の互換性を保ちながら、垂直解像
度の高い映像が得られる利点がある。
本方式で、偶数ラインの信号の遅延には、通常、デ
ジタルビデオメモリが用いられる。

・露光時間

・映像出力

２３ （フレームシャッタカ
メラの走査方式④）

１ライン出力ノンイ
ンタレースモード

注：映像出力端子が１系
統のフレームシャッタカ
メラに関しては、『１ライ
ン出力』と特に明記する
必要はない。

　１系統の映像出力端子からすべてのラインの信号
をノンインタレース状態で順次出力する走査方式。

・露光時間

・映像出力１

・映像出力２

１Ｎモード

【その他】

２４ （映像出力信号の
　　　　結合方式）

ＤＣ結合/ＡＣ結
合

　映像出力信号がＤＣ（直流,０Ｖも含む）成分を持
つ形態をＤＣ結合と言い、ＤＣ成分を持たない形態
をＡＣ（交流）結合と言う。
　カメラ側がコンデンサで直流成分をカットしてい
るＡＣ結合の場合、カメラに接続されるシステム機
器においては、映像信号の基準電位の設定、直流分
再生、ハム改善などを目的としたクランプ回路等が
必要となる。
　ＤＣ結合で特に０Ｖ付近の場合には、システム側
は正・負電源で回路構成をして直流成分を保つか、
又は、７５Ω終端以降に直流成分をコンデンサでカ
ットしてクランプ回路等を構成する等の選択が必要
である。

＜ ＜ ＜ ＜ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 結 結 結 結 合 合 合 合 ＞＞＞＞

75 Ω
     75 Ω
     終 端

＜ ＜ ＜ ＜ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 結 結 結 結 合 合 合 合 ＞＞＞＞

75 Ω
     75 Ω
     終 端

２５ 長時間露光 　撮像素子の蓄積時間を通常より長くしたものを長
時間露光と言い、この機能を用いて映像信号をフレ
ーム又はフィールド単位で高感度化を図ることが出
来る。

低速度電子シャッタ
スローシャッタ
拡張露光
ロースピード

１垂直期間

映像出力なし

全ライン順次出力

奇　数
ライン

偶　数
ライン

１垂直期間
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表１．１．２ 全画素読み出しＣＣＤの動作原理（従来方式ＣＣＤとの比較）

従来方式ＣＣＤ  全画素読み出しＣＣＤ

フィールド読み出しモード フレーム読み出しモード

第
１
フ
ィ
ー
ル
ド

第
２
フ
ィ
ー
ル
ド

第１フィールドと
同じ動作

動
作
概
要

・第１、第２フィールド共に全
画素（フレーム相当）を読み出
す。
・従来方式ＣＣＤに比べて読み
出しデータ量が２倍となるた
め、水平ＣＣＤレジスタ部をデ
ュアルチャネル構造として、デ
ータレートを実効的に２倍に高
めたＣＣＤもある。

・垂直方向に隣接した画素の信号
電荷を混合して読み出す。
・第１フィールドと第２フィール
ドでは混合する画素の組み合わせ
を入れ替えて読み出す。

・第１フィールドでは奇数ライ
ンの画素を読み出す。
・第２フィールドでは偶数ライ
ンの画素を読み出す。

特
　
徴

垂直解像度 --- 高い
動解像度 ----- 高い

垂直解像度 --- 低い
動解像度 ----- 高い

垂直解像度 --- 高い
動解像度 ----- 低い

○
↓
●
↓
○
↓
●
↓

垂直ＣＣＤレジスタ

○

●

○

●

◎

↓

◎

↓

○ (n)

●(n+1)

○(n+2)

●(n+3)

垂直ＣＣＤレジスタ センサ

●
↓

↓
●
↓

○

●

○

●

垂直ＣＣＤレジスタ センサ

垂直ＣＣＤレジスタ

○

↓

○

↓

○

●

○

●

センサセンサ 垂直ＣＣＤレジスタ センサ

◎

↓

◎

↓

○(n)

●(n+1)

○(n+2)

●(n+3)
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１．２　タイミングチャート表記法
　タイミングチャート関連として、カタログや仕様書には①オプティカルブラック配置図を画

像処理システム／装置メーカーからの要望により記載することとし、他に、②出力波形タイミ

ングチャート（水平）、③出力波形タイミングチャート（垂直）を必ず記載する。

　また、トリガシャッタ機能を有するカメラにあっては、④トリガシャッタ関連のタイミング

チャートを、モードの数だけ、出来うる限り詳しく記載する。

　さらに、それぞれの図面（タイミングチャート）には、最低限、表１．２．１に示す波形や

記号を記入することとする。

表１．２．１　タイミングチャートに最低限記入すべき波形や記号

種　　　類 最低限記入すべき波形、記号等

① オプティカルブラック配置図 ・ＯＢ（オプティカルブラック）を明確に表示
・出力部の位置を記号にて表示

② 出力波形タイミングチャート
（水平）

・外部ＨＤ（外部同期機能のあるカメラの場合のみ）
・内部ＨＤ
・固体撮像素子からの出力波形
・カメラからの出力波形

③ 出力波形タイミングチャート
（垂直）

・外部ＶＤ（外部同期機能のあるカメラの場合のみ）
・内部ＶＤ
・ＦＬＤ（フィールド識別信号）
　あるいはＶＩ（ビデオインデックス）
・ＳＧ（センサゲートパルス）
・固体撮像素子からの出力波形
・カメラからの出力波形

④ トリガシャッタ関連のタイミング
チャート

・ＴＲＩＧ（トリガパルス）
　あるいは外部ＶＤ等トリガパルスに代わる信号
・露光時間（ＣＣＤの場合、信号電荷蓄積時間あるいは 　
　不要電荷掃き出し期間）
・カメラからの出力波形
【必要に応じて以下の波形を追加】
・内部ＨＤ／外部ＨＤ
・内部ＶＤ／外部ＶＤ
・ＷＥＮ（ライトイネーブルパルス）
　あるいはＶＩ（ビデオインデックス）

　次ページ以降に、タイミングチャートの表記例を示す。

　これらの例では、

　　ＣＣＤ総画素数 ： ８１１(H)×５０８(V)

    〃 　有効画素数 ： ７６８(H)×４９４(V)

    〃 　映像出力有効画素数 ： ７５５(H)×４８５(V)

なるＣＣＤを有するトリガシャッタ機能付カメラの場合を示している。

　他のカメラの場合も、ＣＣＤ出力信号やカメラ出力信号の表記法、細部の記号の使い方を含めて、

これら表記法に準ずることとする。
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　①オプティカルブラック配置図
【表記上の注意点】

・固体撮像素子の画素配列のうち、ＯＢ（オプティカルブラック）の配置を、有効撮像領域

および出力部の配置を含めて明確に表示する（図１．２．１参照）。

図１．２．１　オプティカルブラック配置図

４９４

信号出力
１２

２

３ ７６８ ４０

有効撮像領域

ＯＢ（オプティカルブラック）
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②出力波形タイミングチャート（水平）
【表記上の注意点】
・１水平期間（１Ｈ）における出力波形タイミングチャートを明確に表示する。
・固体撮像素子からの出力波形には、オプティカルブラック（ＯＢ）、水平転送停止期間、
ダミービット、有効画素、映像出力有効画素を表示する。
・カメラ出力信号には、上記固体撮像素子からの出力波形に対応させて、水平ブランキング
期間、有効映像期間を表示する。
・外部ＨＤが入力されてから内部ＨＤが出力されるまでの期間を、クロック数と時間（μＳ）
の両方で表示する（＊＊＊＊２２２２----１１１１）。また、この期間が調整可能な場合は、その旨を表記する。
・その他、より詳細な動作を説明するための波形を記載するのは任意であるが、煩雑になり
すぎないように注意する。

図１．２．２ 出力波形タイミングチャート（水平）

（＊＊＊＊２２２２----１１１１）

７
６
４

７
６
５

７
６
８

Ｂ
１

Ｂ
４
０

Ｄ
１

Ｄ
２
２

Ｂ
１
Ｂ
３

１ ９
１
０

７
６
４

７
５
６

７
６
８
Ｂ
１

Ｂ
４
０

4 40 77 22 3 9 755 4 40

９０

４

(0.28μS)

９０

69.8nS
OB 水平転送 ダミー

停止期間 ビット
OB 有　　効　　画　　素

映像出力有効画素

水平ブランキング期間
155(10.83μS) 755(52.73μS)

有効映像期間

H.SYNC

20 70 65 755

(1.40μS)(4.89μS) (14.54μS) (52.73μS)

1水平期間(1H)
910(63.56μS)

・外部ＨＤ

・内部ＨＤ

・ＣＣＤ出力信号

・カメラ出力信号
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③出力波形タイミングチャート（垂直）
図１．２．３は、２：１インタレース・フレーム蓄積モード時の記載例である。
【表記上の注意点】
・１垂直期間（１Ｖ）における出力波形タイミングチャートを明確に表示する。
・固体撮像素子からの出力波形には、オプティカルブラック（ＯＢ）、空転送期間、有効画
素、映像出力有効画素を表示する。
・カメラ出力信号には、上記固体撮像素子からの出力波形に対応させて、垂直ブランキング
期間、有効映像期間を表示する。
・外部ＶＤ（内部ＶＤ）からＳＧ（センサゲート）までの時間を、「○○Ｈ＋△△μＳ」の
ような表記方法で正確に表示する（＊＊＊＊３３３３－－－－１１１１）。
・その他の動作モード（ノンインタレースモード、フィールド蓄積モード等）がある場合に
は、同様なタイミングチャートを追加する。

9H 9H

図 １．２．３ 出力波形タイミングチャート（垂直）

４
９２
４
９
４

Ｂ
６

３ ７ ９
１
１

Ｂ
１

２ ６

４
９
４
４
９２８

１０ １２

（（（（＊＊＊＊３３３３－－－－１１１１）））） （（（（＊＊＊＊３３３３－－－－１１１１））））9H＋42μS 8.5H＋42μS

1 8 6 247 1 9 6 2471

OB 空転送 OB 有　　効　　画　　素 OB OB有効画素 有　　効　　画　　素

映像出力
有効画素

映像出力
有効画素

垂直ブランキング期間 垂直ブランキング期間有効映像期間

20H 20H242.5H

奇数フィールド 偶数フィールド

有効映像期間

242.5H

262.5H 262.5H

・外部ＶＤ

・内部ＶＤ

・ＦＬＤ

・ＣＣＤ出力信号

・カメラ出力

信号

・ＳＧ

空転送
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④トリガシャッタ関連のタイミングチャート
ＳＹＮＣノンリセットモード時の記載例を図１．２．４に、また、ＳＹＮＣリセットモード
時の記載例を図１．２．５に示す。
【表記上の注意点】
・トリガシャッタ時のタイミングチャートを明確に表示する。
・その他の動作モード（ノンインタレースモード、フィールド蓄積モード等）がある場合に
は、同様なタイミングチャートを追加する。

図 １．２．４ ＳＹＮＣノンリセットモードタイミングチャート

一一一一部部部部拡拡拡拡大大大大図図図図

遅延時間 Ｔ1

露光開始 露光終了

リセットされず

リセットされず

9H 9H

ｼｬｯﾀ時間

V･SYNC 映像出力されず V･SYNC 映像出力

注）遅延時間はＴ１は電子シャッタ速度によって異なる

・ＴＲＩＧ

・内部ＨＤ

・外部ＶＤ

・露光時間

・カメラ出力

信号

・ＷＥＮ
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遅延時間　Ｔ1

露光開始 露光終了

ﾘｾｯﾄ

ﾘｾｯﾄ

遅延時間 T2

ﾘｾｯﾄ

ﾘｾｯﾄ

図 １．２．５ ＳＹＮＣリセットモードタイミングチャート

一一一一部部部部拡拡拡拡大大大大図図図図

9H 9H

ｼｬｯﾀ時間

V･SYNC V･SYNC 映像出力

・ＴＲＩＧ

・内部ＨＢ

・内部ＶＤ

・露光時間

・カメラ出力

信号

・ＷＥＮ

注）遅延時間Ｔ１および遅延時間はＴ２は電子シャッタ速度によって異なる
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１．３　１２ピン丸型コネクタのピンアサイン
ＦＡカメラの補助コネクタとして広く用いられている１２ピン丸型コネクタのピンアサインについ

ては、各社の仕様が多少異なるため、他メーカのＦＡカメラを接続した場合、システムの誤動作や機

器の破壊等を招く怖れがある。

したがって、ユーザサイドからは、互換性を重視した最低限の基本信号の統一が求められている。

今回、ＦＡカメラメーカとしては、各社、既存商品との整合性等いろいろな事情があり難しい問題

を抱えているが、ユーザサイドの利便性を考慮して、下記の如くガイドラインを設定した。

  標準化の基本的な考え方を下記に示し、ピンアサインのガイドラインを表１．３．１に掲載する。

（１）新製品から、逐次、本ピンアサインへ移行することを推奨する。

（２）６ピン及び７ピンの入出力信号はシステムの拡張性を考慮して複数許容する。

（３）９ピンは統一化対象外とする。

（４）１０ピン及び１１ピンには、誤接続による機器の破壊を防止するため、それぞれＧＮＤ及
び ＋１２Ｖ電源に対する保護回路を設ける。

（５）カメラによってサポートされていない機能（例えば１１ピンの TRIG端子）がある場合には、
その端子をＮＣ（ノンコネクト）とする。

表１．３．１   １２ピン丸型コネクタのピンアサインのガイドライン

信       号ピン
番号 入 力 出 力

備    考

① ＧＮＤ（対２ﾋﾟﾝ） ←

② ＋１２Ｖ ／

③ ／ ＧＮＤ（対４ﾋ゚ ﾝ）

④ ／ 映像

⑤ ＧＮＤ（対６ﾋﾟﾝ） ←

⑥ ＨＤ C.SYNC － ＨＤ C.SYNC

⑦ ＶＤ － C.SYNC ＶＤ FLD

⑧ ＧＮＤ（対９ﾋﾟﾝ） ←

⑨ 統一化対象外

⑩ ／ 識別信号類
ＦＬＤ、ＷＥＮ、ＳＩ等
(ＧＮＤに対する保護回路を設ける)

⑪ ＴＲＩＧ ／ ＋１２Ｖ電源に対する保護回路を設ける

⑫ ＧＮＤ（対７ﾋﾟﾝ） ←
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１．４　カタログ・仕様書に記載すべき項目
　　　　カタログや仕様書を作成するにあたり、前述したタイミングチャートや１２ピン丸型コネクタピン

アサイン以外に最低限記載すべき項目ならびに記載するのが望ましい項目について、それぞれ表１．

４．１と表１．４．２にまとめて示す。

基本的な考え方は、各項目についてはカタログあるいは仕様書（アプリケーションノート等）のど

ちらかに記載することを前提とし、どちらに記載するかの判断は各社の裁量に委ねることとする。

表１．４．１カタログ・仕様書に最低限記載すべき項目

Ｎｏ 項目 表示項目 表示例

【仕様関係】

１ 撮像素子
（撮像デバイス）

撮像素子の名称、種類 インタライン転送方式ＣＣＤ

２ 総画素数 固体撮像素子の受光面に配置されたＯ
Ｂを含む全画素数

８１１(H)×５０８(V)

３ 有効画素数 総画素の中で実際に光電変換が可能な
画素（ＯＢを含まない）の数

７６８(H)×４９４(V)

４ 映像出力有効画素数 有効画素のうちカメラの映像信号とし
て出力される画素の数

７５５(H)×４８５(V)

５ 撮像面積
（画面サイズ）

撮像素子の光電変換が可能な撮像面の
面積。縦横の寸法をｍｍで表示する場
合と、撮像面の対角を基準に「型」表
示する場合がある。

６.４(H)×４.８(V)ｍｍ
（１／２型相当）

６ 画素サイズ 単位画素（ユニットセル）の大きさを
μｍで表示する。

７．４μｍ（H）×７．４μｍ（V）

７ テレビジョン方式 テレビジョンの白黒／カラー化方式、
走査方式及び走査周波数等に関する規
定

ＥＩＡ方式
　　　あるいはＥＩＡ方式準拠
ＣＣＩＲ方式
　　　あるいはＣＣＩＲ方式準拠

８ 走査方式 二次元情報である光学像を一次元に電
気信号に変換する目的で、あらかじめ
定めた手順で信号を順次取り出す走査
方式の種類

２：１インタレース
ノンインタレース

９ 同期方式 同期信号の同期方式（機能） 内部同期／外部同期
　（自動切替）

１０ 外部同期入力 外部同期に必要な信号種類、レベル、
入力インピーダンス

ＨＤ／ＶＤ　２～５Ｖ（ｐ－ｐ） 負極
性　７５ΩまたはＨｉ-Ｚ（切替
可）
Ｃ・ＳＹＮＣ ０．３～５Ｖ（ｐ－ｐ）　負
極性

１１ 映像出力 信号種類、レベル、出力インピーダン
ス

ＶＳ　 １．０Ｖ（ｐ－ｐ）　 ７５Ω

１２ 電　源 定格電圧と許容範囲、定格電流、周波
数

ＤＣ１２Ｖ±１０％、０．１６Ａ
ＡＣ１００Ｖ±１０％、５０／６
０Ｈｚ
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Ｎｏ 項目 表示項目 表示例

１３ ゲイン
（映像電圧利得）

・ カメラ映像回路のゲイン調整（切
替）の可否

・ ゲイン調整（切替）が可能な場合に
は、調整範囲を明記

ゲイン固定
ＡＧＣ
０ｄＢまたは＋１０ｄＢ
　　　　　　　　（切替可能）

１４ ＣＣＤの
　　　電荷蓄積方式

ＣＣＤの電荷蓄積方式を明記 フィールド蓄積モード／フレーム
蓄積モード（切替可能）

１５ 消費電力 ・定格電源供給時の消費電力を、
ＷまたはＶＡで表示
・第１２項で定格電流の表示がある場
合は省略可

１．９Ｗ

【性能関係】

１６ 解　像　度 ・水平、垂直解像度をＴＶ本で表示
・必要に応じて測定条件記入

水平５７０ＴＶ本
垂直３５０ＴＶ本
　（フィールド蓄積モード）
垂直４８０ＴＶ本
　（フレーム蓄積モード）

１７ Ｓ／Ｎ ・輝度信号のＳ／Ｎ
・必要に応じて測定条件記入

５６ｄＢ（ガンマオフ、
　　　　　　　　　ＡＧＣオフ）

１８ 感　度 ・標準被写体照度とその時のレンズ
　Ｆ値
・測定条件記入

４００ ｌｘ，Ｆ５．６
（３２００Ｋ，ＩＲｶｯﾄﾌｨﾙﾀ無し）

１９ 最低被写体照度 ・ＥＩＡＪ　ＣＰ－３２０１の測定方
法に則り、実用画像が得られる最低
被写体照度とその時のレンズＦ値
・必要に応じて測定条件記入

０．５　ｌｘ，Ｆ１．４
　　　　　　　　（ＡＧＣオン）

２０ 周囲温度／湿度 ・実用上使用が可能な温度（相対湿
度）範囲であり、カメラ本体の周囲
の温度（相対湿度）範囲
・さらに詳細に、性能保証温度（湿度）
と動作温度（湿度）に分けて記入し
ても良い

性能保証温度／湿度：
０～＋４０℃／５０～７０％ＲＨ
動作温度／湿度：
－５～＋５０℃／３０～７０％ＲＨ

２１ 保存温度／湿度 カメラ保存時に守るべき温度（相対湿
度）範囲

－３０～＋６０℃／２５～９０％ＲＨ

２２ 耐振動 実用上使用が可能な耐振動範囲であ
り、最低限下記試験項目／条件を明記
　　①　加速度
　　②　振動周波数
　　③　方向
　　④　試験時間

７８．４ｍ／ｓ２

（１０～１５０Ｈｚ、ＸＹＺ３方向、
　　　　　　　各方向２時間）

（JIS C 5025及びIEC 68-2-6
　　　　　　　　　　　　参照）

２３ 耐衝撃 実用上使用が可能な耐衝撃値であり、
最低限下記試験項目／条件を明記
　　①　加速度
　　②　方向

６８６ｍ／ｓ２（６方向）

（JIS C 5026及びIEC 68-2-27
　　　　　　　　　　　　参照）
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Ｎｏ 項目 表示項目 表示例

２４ ＥＭＩ 電磁妨害（雑音）に関し、クリアした
ＥＭＩ(ＥｌｅｃｔｒｏＭａｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎ
ｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）規格名

ＦＣＣ　Ｃｌａｓｓ　Ａ準拠

【機構関係】

２５ 外形寸法 細かい突起物を除き、主となる筐体部
分について幅×高さ×奥行きをｍｍ単
位で表示

45（Ｗ）×44（Ｈ）×82.5（Ｄ）
ｍｍ

２６ 質　量 付属品等を含まないカメラ単体の重さ
を、ｇまたはｋｇ単位で表示

２００ｇ

２７ レンズマウント ・カメラのレンズ受け口の規格 Ｃマウント

表１．４．２　 カタログ・仕様書に記載するのが望ましい項目

Ｎｏ 項目 表示項目 表示例

１ 分光感度特性 ・ＣＣＤ等の撮像素子の分光感度特性
をグラフ等で表示

横軸---波長（ｎｍ）
縦軸---相対感度

２ カラーフィルタ配列 単板カラーカメラの場合、ＣＣＤ等の
撮像素子のカラーフィルタ配列（カラ
ーコーディング）を表示

Ｃｙ Ｙｅ Ｃｙ Ｙｅ

Ｇ Ｍｇ Ｇ Ｍｇ

Ｃｙ Ｙｅ Ｃｙ Ｙｅ

Ｇ Ｍｇ Ｇ Ｍｇ

３ フランジ焦点距離
（フランジバック）

フランジ焦点距離（フランジバック）
調整の可否を表示

フランジ焦点距離調整可能
または
フランジ焦点距離固定

４ フレーム接地
　　　／絶縁状況

フレームの接地／絶縁の状況を表示 ・フレーム接地
（本カメラはフレーム接地されてい
ますので、絶縁してお使いの場合
には、絶縁タイプの三脚アダプタ
やカメラ取付台をご使用下さい。）
・フレーム絶縁
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１．５　まとめ
ＦＡカメラ標準化の第一歩として、①用語定義、②タイミングチャート表記法、③１２ピン丸型

コネクタのピンアサイン、④カタログ・仕様書に記載すべき項目の４項目について統一化のためのガ

イドラインを提示した。

①用語定義については、ＦＡカメラとして重要で、かつ他の学会や業界団体等で用語定義されていな

いものを選び出し、統一用語として定義した。今後、これら統一用語の使用に心掛け、独り善が

りな表現により業界を混乱させないことが何よりも重要である。また、技術進歩により新しく定

義すべき用語の出現が予想されるため、継続的な標準化活動が必要である。

②タイミングチャート表記法については、カタログや仕様書（アプリケーションノート等）に必ず記

載すべき図面（タイミングチャート）の種類と、各図面に最低限記入すべき波形や記号を定義し

た。また、タイミングチャート表記例も併せて提示した。タイミングチャートは各社の伝統や個

人の流儀に基づいて各種各様に描かれる場合が多く、ユーザに混乱を与えていた。今後はここに

提示したタイミングチャート表記例に準じて記載することを推奨する。

③１２ピン丸型コネクタのピンアサインについては、今回のテーマの中で一番物議を醸したが、６ピ

ン及び７ピンの入出力信号を複数許容すること、９ピンは統一対象外とすること、１０ピンと１

１ピンには保護回路を設けて統一化することで意見の一致をみた。もちろん統一化ピン配置への

移行には時間が掛かるが、ユーザのみならずＦＡカメラメーカにとっても積年の課題であったた

め、ＦＡカメラの標準化に向け大きく前進することができたと言える。今後、ＦＡカメラメーカ

は出来うる限り早く、かつ着実に統一化ピン配置に移行するよう努力する必要がある。

④カタログ・仕様書に記載すべき項目については、カタログや仕様書（アプリケーションノート等）

を作成するにあたり、最低限記載すべき項目と記載するのが望ましい項目をまとめた。特に，Ｆ

Ａカメラにとって重要な耐振動、耐衝撃項目については、最低限記載すべき試験項目／条件を明

記することにした。

今後、多くのＦＡカメラメーカがこれらガイドラインに沿った製品をいち早く開発し、ユーザの

利便性の向上や利益に繋げることを期待したい。

また、画像処理システム／装置メーカとＦＡカメラメーカの双方が、ここに示した統一用語やタ

イミングチャート表記法を率先して採用し、まちまちな表現や独り善がりな表現によってユーザや業

界に混乱を与えないよう心掛けたい。

これらガイドラインの効力を遺憾なく発揮することにより、画像処理システム／装置にＦＡカメ

ラがより多く利用されるようになり、ひいては画像処理システム／装置メーカおよびＦＡカメラメー

カを含めた業界全体の今後の発展に大いに貢献できるものと確信する。

ＦＡカメラの標準化に関し、残された大きな課題として、各種信号タイミングの統一化とデジタ

ルインタフェースの統一化がある。

前者に関しては、上述したタイミングチャート表記法を厳守することにより、ユーザの混乱は相

当軽減されるものと思われるが、例えば、要望の多かったトリガシャッタ関係のタイミングの統一化

については、メーカ毎に設計方針や使用するＣＣＤ、周辺ＩＣが異なる以上、到底不可能であるとの

結論に達した。また、過度の統一化は、新しいアイデアの創出が阻害されるばかりでなく、企業間の
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競争原理が働きにくくなり、ひいてはユーザ、メーカの双方にとって決して得策ではないとの意見も

出された。

後者に関しては、現在、数社のメーカから独自仕様によるパラレルインタフェースのＦＡカメラ

が実用化されている。また、ＩＥＥＥ１３９４ハイ・パフォーマンス・シリアル・バス（以下ＩＥＥ

Ｅ１３９４と呼ぶ）等を使ってシリアルインタフェースを早急に統一化すべきだとの意見も寄せられ

た。

しかしながら、ＩＥＥＥ１３９４をＦＡカメラに適用するには、克服すべき問題が山積している。

たとえば、現在、実用化されているデータ転送速度２００Ｍビット／秒は、高速性を売り物にするＦ

Ａカメラにとっては不十分である。また、リセット機能の扱いや、コネクタの信頼性、ケーブル長が

最大４．５ｍに制限される問題、ＦＡカメラに適したチップセットの開発、サイズ、コストが製品コ

ンセプトに見合うか等、検討すべき課題が多い。現在、ＩＥＥＥ１３９４は、高速化・多機能化に向

かって規格統一続行中であり、性能と価格がＦＡカメラに使用可能なレベルに達するには今しばらく

時間が必要と思われる。

従って、ＩＥＥＥ１３９４以外のシリアルインタフェースの検討を含め、現時点でデジタルイン

タフェースを統一化するのは時期尚早であり、今後、技術動向を継続してサーベイし、統一化に最良

な時期を見極めたい。

最後に、本ガイドラインをまとめるに当たり、ご協力を頂いた画像処理システム／装置メーカ（オ

ムロン株式会社、東芝エンジニアリング株式会社、松下電工株式会社、株式会社日立製作所、株式会

社ファースト）並びにＦＡカメラメーカ（株式会社シーアイエス、センサーテクノロジー株式会社、

竹中システム機器株式会社、東京電子工業株式会社、株式会社東芝、日立電子株式会社）の関係各位

に感謝申し上げます。
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